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第 12回日本公衆衛生看護学会学術集会 拡大市民公開講座 

「住民サミット＆ワールドカフェ in 福岡」開催報告 

開催日： 2024年 1月 7日(日)  会場： 北九州国際会議場 

第 12 回日本公衆衛生看護学会学術集会は「『自分らしく生きる』を支える公衆衛生看護活動を考える～

新たな地域包括ケアの扉を拓く～」のテーマのもと、開催されました。 

公衆衛生看護活動にとっては、市民は大切な協働者です。そこで今回は、市民参画の「住民サミット＆ワー

ルドカフェ in 福岡」を計画し、1月 7日(日)の午後に 2つのプログラムを開催しました(資料１)。

プログラムの１つめは、日ごろの地域活動の様子を紹介する活動紹介（ポスター発表やチラシ展示）、２つ

めは情報交換・交流のための交流会（ワールドカフェ）です。 

このような市民参加型の企画は本学会初の試みであり、多くの方のご協力により開催することができまし

た。皆様に感謝申し上げますとともに、以下の通りご報告いたします。 

ファシリテーター 松尾 和枝 （福岡女学院看護大学）

●多くの方が参加されました

今年は、コロナ禍明け初めての現地開催学会であったことや九州で初の本学会の開催であったからか、学

術集会の参加者は当学会史上初の 1700人超えとなる大盛況でした。 

住民サミット＆ワールドカフェにも２００名程度の市民の方が参加され、パネル展示の会場では多くの方が

活動紹介をご覧になっていました。 

●活動紹介パネルやチラシの展示は力作ばかり！

活動紹介パネル（ポスター発表）は 14 件、チラシ展示は 8 件の申し込みが県内各地の住民団体から寄せ

られました。パネルに掲示されたポスター（資料２）やチラシ（資料３）は、どれも日ごろの活動の様子が写真

や成果物等で紹介されており、日ごろの活動がうかがえる力作ばかりでした。 

活動紹介パネルでは、各団体 4 分程度の短い発表時間を設け、活動を紹介していただきました（資料４）。

かなり多くの方がご参加くださったため、発表の声が聞こえなかったり、パネルが見えないといったご不便

もおかけしてしまいましたが、団体関係者の皆様はそれぞれのユニホームを着用して、各団体の活動の特徴

や魅力、成果を身振り手振りも交えて熱心に伝えてくださいました。参加者は、各団体の発表に興味津々！

発表後も、個々に情報交換をする様子が見られました。 

●「いいねカード」が活用されました

参加者からの声が各団体に直接届くように、各発表ボードには「いいねカード」を投函する封筒を設けまし

た。「いいねカード」にはメッセージも記入できるようになっており、それぞれの団体に、数枚から 30 枚程度

の感想やコメントが寄せられていたようです。 
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●交流会（ワールドカフェ）も盛り上がりました 

プログラムの２つめはワールドカフェです（ワールドカフェとは、少人数のグループで席替えをしながら、リ

ラックスして話し合う方法です）。こちらも事前に申し込みをされた７１名に当日キャンセル待ちで参加した人

も加え７２名の満席となり、数名はお断りせざるを得なかった程の大盛況でした(資料５)。 

ファシリテーターは、福津市の宮木さん、鈴木さんです。 

テーマは 「健康であることとは」 としました。 

参加者の多くはポスター展示で参加した団体のメンバーの方です。１回目の話し合いの後、席替え（テーブ

ル移動）をしてまた別の参加者と同テーマについて意見交換を行い、３回目の話し合いでは再び最初のグ

ループに戻ってそれぞれが別のテーブルで得た意見や感じたことを共有しました。 

最後に、各グループからの話し合いの結果が報告されました。「楽しむ」「ストレスをためない」「健康的な生

活習慣」等の自身の健康法について語られることと合わせて、ほとんどのグループに共通していたのが「他

人のために」、「人のつながりを大切に」、「仲間を作る・協働する」、「周囲に笑顔を広げる」等であり、仲間や

地域との関係性の中で健康を考えていくこと等のまとめが報告されていました（表１）。 

●アンケートの結果は… 

この「住民サミット＆ワールドカフェ in 福岡」のアンケートには 39名の協力が得られました。 

6割から 8割が「良かった」「ふつう」と回答されており、肯定的な評価を多くいただきました（資料６、表２

～表 4）。また、自由記述の中には、このような発表機会の継続を希望する声もありました。 

今回は学術集会のポスター発表のパネルとこの企画の活動紹介パネルが隣接していたためか、「市民活動

のパネルコーナーだけでなく、一般のポスター発表を聴く機会も設けてほしい」といった、学術集会への期待

も見られていました。 

また、学術集会参加者へ、学術集会全体に対するアンケートを実施した結果でも、市民参画の今回の企画

を高く評価する声があり、拡大市民公開講座の企画は好評だったようです。 

 

 

改めまして、皆様のご参加、ご協力に感謝申し上げます。 

これからも一緒に、地域での健康づくり活動を進めて参りましょう！ 
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資料１．学会ポスター 
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資料２．各団体の報告で使われたポスター
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資料３：展示されたチラシ 
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資料４．ポスター発表の様子
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資料５．ワールドカフェの様子

 

表１．ワールドカフェで出された意見  “健康であることとは” 

 

 

  

Group  グループとしてのまとめ 

１ "納得するまで夫婦で議論“ 心の健康も大切にする 一人ひとりも大切にする 

人の繋がりを大切にする" 

２ "ボランティアをする！ 食べる動く寝る！ やりたいことをする！" 

３ 今日の用を作り実行する！ 

４ "朝活をする！ 自分らしく活動する！ 他人のためにも活動する" 

５ "健康は食だ！ 運動・心・睡眠・元気！" 

６ "ストレスをためない！ 1日 7時間の上質な睡眠！ 歩く、体操をする！" 

７ 繋がりを大事にする！ 

８ "自分のために活動する！ 仲間と活動する！" 

９ "心を使う！ 身体を動かす！ 仲間を作る！" 

１０ "１日１回は外に出る！ 人と会ってワクワク！ 美味しく食べる！ 

心も健やかになる！" 

１１ "毎日家から出る！ 楽しむ！ 人のために行動する！" 

１２ 周りに笑顔を広げる！ 
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資料６．ワールドカフェ参加者のアンケート結果 

表２．参加者の居住地 

表３．今回の企画についての評価 
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表４．企画についての評価の理由 
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活動のヒントが得られたから

活動団体と交流がもてたから

活動を振返る機会となったから

自分たちの活動に関心を持ってもらえたから

時間が足りなかったから

思うように伝えられなかったから

期待した成果が得られなかったから

その他

（人） 


